
カ
ル
チ
ユ
レ
ー

　
　
　
　
　
ル
を
読
む

＝
一
世
紀
初
に
お
け
る
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

松
尾

佳
代
子

カルチュレールを読む（松尾）

は
　
じ
　
め
　
に

　
「
紀
元
千
年
の
変
革
」
を
提
唱
す
る
際
、
G
・
デ
ュ
ビ
イ
が
一
一
世
紀
に

お
け
る
証
書
史
料
の
減
少
、
な
ら
び
に
証
書
形
式
や
用
語
の
変
化
を
指
摘
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
＝
一
群
紀
に
お
け
る
証
書
史
料
の
危
機
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
①

通
説
的
に
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
D
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ィ
に
よ
る
「
紀
元

千
年
の
変
革
」
へ
の
反
論
や
、
西
欧
に
お
け
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
展
開
に
つ
い

て
、
＝
、
一
二
世
紀
に
口
承
か
ら
記
述
へ
の
移
行
が
生
じ
、
テ
ク
ス
ト
の

使
用
が
社
会
に
広
ま
っ
た
と
す
る
文
化
史
的
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
近
年

は
＝
、
＝
笹
紀
の
西
欧
に
お
け
る
文
字
史
料
の
使
用
の
多
様
化
が
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ら
れ
、
記
述
文
化
を
再
評
価
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
証
書
史
料
へ
の
関
心
、
記
述
文
化
の
影

響
力
を
考
え
る
と
き
、
注
目
に
値
す
る
新
し
い
動
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
＝

世
紀
後
半
か
ら
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
系
修
道
院
で
み
ら
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編

纂
作
業
の
活
発
化
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
に
は
わ
ず
か
三
点
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
編
纂
が
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
な
の
に
対
し
て
、
＝
世
紀
に
は
各
地
の
有

力
修
道
院
で
少
な
く
と
も
二
〇
点
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
編
纂
さ
れ
て
い
る

　
　
　
③

の
で
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と
は
、
「
選
択
的
あ
る
い
は
網
羅
的
に
な
さ

れ
た
複
製
証
書
の
集
成
全
般
で
あ
る
。
こ
れ
は
証
書
史
料
の
保
管
を
徹
底
し
、

そ
の
参
照
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
保
有
者
に
よ
っ
て
ま
た
は
保
有
者

　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
」
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
は
中
世
盛
期
の
主
要
な
史
料

で
あ
り
、
古
く
か
ら
政
治
史
・
経
済
史
な
ど
様
々
な
研
究
領
域
で
用
い
ら
れ

て
き
た
。
た
だ
し
、
実
証
学
的
考
証
学
の
伝
統
の
中
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
準

じ
る
複
製
文
書
の
集
成
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
の
用
途
は
専
ら
、
収
め
ら
れ
た
証
書
群
の
中
か
ら
失
わ
れ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
証
書
の
代
用
を
探
し
出
し
、
そ
の
記
述
内
容
か
ら
得
た
情
報
を
も
と
に
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外
的
な
歴
史
的
事
象
の
分
析
を
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
　
方
、

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
自
体
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
史
料
と
し
て
扱
う

こ
と
に
関
心
が
払
わ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
そ
の

も
の
の
歴
史
や
そ
の
内
的
体
系
性
・
機
能
に
分
析
対
象
と
し
て
の
価
値
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
が
、
「
記
念
物
と
し
て
の
史
料
」
謡
o
o
信
旨
Φ
二
藍
。
雲
ヨ
①
9
．
の
概
念

を
提
唱
し
た
J
・
ル
ゴ
フ
と
P
・
ト
ゥ
ベ
ー
ル
の
一
九
七
七
年
の
論
文
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
そ
の
も
の
の
研
究
価
値
は
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
論
文
で
彼
ら
は
、
「
史
料
は
無
垢
で
は
な
い
。
史
料
と
は
意
識
的
に
あ

る
い
は
無
意
識
的
に
、
社
会
が
し
か
る
べ
き
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
未
来
に
押
し

付
け
る
た
め
に
行
っ
た
努
力
の
産
物
で
あ
る
。
歴
史
研
究
者
は
そ
れ
を
脱
構

造
化
し
、
．
畠
。
豪
雪
窪
？
5
0
目
旨
①
馨
、
の
作
成
条
件
を
分
析
す
べ
き
で
あ

る
」
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
は
多
様
な
類
型
の
史

料
を
熟
慮
の
上
で
選
択
し
て
転
写
す
る
作
業
、
す
な
わ
ち
「
記
憶
を
再
構
成

す
る
試
み
」
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
、
熊
0
2
日
①
醇
白
。
崖
§
①
簿
、
の
典

型
と
し
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

　
ま
さ
に
記
述
文
化
の
中
心
的
な
問
題
関
心
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
カ
ル
チ
ユ

レ
ー
ル
研
究
は
一
九
八
○
年
代
後
半
に
本
格
的
し
、
～
九
九
一
年
に
は
パ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル

チ
ユ
レ
ー
ル
に
向
け
ら
れ
た
問
題
関
心
の
新
規
性
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
、
政

治
史
や
経
済
史
、
社
会
史
、
教
会
史
、
地
域
史
、
あ
る
い
は
古
文
書
学
な
ど
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
目
的
か
ら
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
史
料
と
し
て

取
り
扱
っ
て
き
た
研
究
者
ら
が
こ
こ
に
参
加
し
た
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
、

地
域
別
・
主
題
別
に
個
別
の
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
も
の
の
、
方
法

論
に
関
し
て
は
研
究
者
の
間
で
大
き
な
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
用
語
や

概
念
の
揺
ら
ぎ
も
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
カ
ル

チ
ュ
レ
！
ル
研
究
に
つ
い
て
議
論
を
整
理
し
て
具
体
的
な
問
題
点
を
明
ら
か

に
し
た
後
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
実
際
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
用
い
た
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
関
心
の
下
で
一
一
、
一
一
一
世
紀
に
カ
ル
チ

ユ
レ
ー
ル
が
編
纂
さ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

①
U
魯
ざ
P
導
二
藍
、
§
§
噴
ミ
重
い
凡
ミ
跨
誉
蕊
隷
、
爵
§
ミ
§
§
鳥
驚

　
勺
費
グ
一
㊤
α
曾
ピ
Φ
臼
費
凝
鼠
㊦
さ
匂
殉
」
．
℃
o
ヨ
｝
o
臥
国
恥
ヨ
。
言
ω
口
。
卑
H
自
浄
巨
Φ
ω

　
ぎ
甲
睾
8
碧
爵
㊥
⑦
巳
。
｛
夢
Φ
膏
碧
ひ
寒
μ
島
①
ぴ
①
α
q
一
弓
ぎ
σ
Q
o
｛
浄
⑦
巴
Φ
＜
Φ
馨
げ

　
o
Φ
導
儒
蔓
．
瓦
窓
ω
O
冨
畜
甘
酔
ρ
閏
．
r
（
伽
仙
）
ト
ミ
勢
浮
鴬
§
蹴
s
ミ
ミ
§
昼
馬
謡
§
ミ
鴨
雫

　
ミ
肉
ミ
§
辞
篇
Φ
芝
磯
。
窪
し
雪
9
℃
o
ぎ
旨
．
－
℃
・
Φ
け
じ
d
8
旨
自
Φ
一
w
国
こ
ト
織
ミ
黛
ミ

　
翫
§
憲
§
黄
℃
霞
賞
む
G
。
O
Φ
齢
。
■

②
じ
d
塁
ま
δ
ヨ
ざ
U
こ
．
§
Φ
。
誘
Φ
経
ま
。
緊
叩
O
げ
ω
2
＜
践
。
島
ω
霞
号
ω
m
。
け
Φ
ω

　
牙
留
ぎ
↑
〉
β
げ
ぎ
住
．
》
品
Φ
窃
（
×
H
①
ω
識
。
訂
）
、
】
し
6
馬
§
。
隷
心
ミ
誉
N
麟
§
疑
昏
詠
ミ
・

　
§
（
一
〇
㎝
）
”
一
㊤
り
刈
署
■
霧
∴
一
メ
錠
唐
丸
さ
ミ
帖
§
譜
N
ぎ
ミ
轟
奪
鷺
ミ
畏

　
ミ
錦
℃
ゆ
器
し
O
り
ご
○
ξ
o
号
磐
二
戸
○
こ
．
＾
も
Φ
目
臨
餌
ω
o
ユ
冥
。
毎
導
二
①
ヨ
鴇
ぎ

　
号
一
．
碧
鉾
。
ぼ
①
匹
0
2
ヨ
2
邑
話
傷
碧
ω
鼠
閉
轡
8
曾
賭
。
誌
、
甲
じ
σ
馬
§
o
暮
心
§
譜

　
N
、
響
貯
憂
簿
ミ
§
（
一
ゆ
①
）
藁
り
り
国
℃
℃
■
ご
－
紅
．
リ
テ
ラ
シ
ー
研
究
で
は
鱒
o
o
ぎ

　
し
u
・
や
Ω
留
筆
ざ
竃
．
門
・
ら
の
業
績
が
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
幻
。
ω
Φ
昌
乏
虫
P
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じ
d
■
－
頃
．
や
ご
巳
ρ
い
、
隈
．
、
○
Φ
費
ざ
℃
．
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
中
世
史
研
究
者
や
、

　
芝
。
一
『
8
7
こ
．
を
中
心
と
し
た
ミ
ュ
ン
ス
タ
…
グ
ル
ー
プ
の
研
究
も
重
要
で
あ
る
。

③
ω
げ
Φ
昼
頃
‘
O
ミ
ミ
§
誤
》
§
鴨
駐
§
芭
ミ
嘗
黛
壽
§
鳶
譜
箏
§
欝
℃
彗
μ

　
一
り
O
刈
■

④
O
運
9
＄
自
ぎ
甲
O
‘
b
覧
§
ミ
凡
心
ミ
ミ
ミ
蝋
§
黄
b
d
㎏
g
。
『
申
這
Φ
ρ
署
層

　
鳴
刈
刈
－
ト
つ
“
①
’

⑤
じ
①
O
。
｛
｛
し
こ
皿
6
2
σ
①
許
℃
‘
．
¢
器
募
酔
。
冨
8
巨
Φ
象
累
。
鴫
魯
》
α
q
p

　
①
ω
7
色
Φ
℃
。
ω
ω
諺
傷
、
》
≧
駐
譜
N
8
鴨
§
逼
暫
、
N
§
§
ミ
魯
偽
8
鼠
“
、
“
ご
き
§
駐
℃

　
津
謎
竈
蕊
、
恕
ミ
ミ
譜
㌧
ミ
N
q
禽
碍
ミ
蹴
S
韓
鼠
こ
、
ミ
ミ
麟
嵐
q
ミ
聾
§
㌧
§
舞
鷺
挙

　
誉
ら
§
題
ミ
ミ
“
鱈
ぎ
譜
動
譜
き
帖
旨
ミ
§
寒
“
竃
黄
℃
鼠
。
。
賢
し
d
琶
陣
。
普
8
器

　
器
餓
o
o
匙
P
一
⑩
謡
も
や
ω
一
－
お
．

⑥
ピ
、
伽
8
8
α
Φ
ω
。
冨
器
ω
（
仙
e
w
卜
象
ら
ミ
ミ
§
義
㌔
巴
。
。
し
り
O
ω
’

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
研
究

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
は
、
既
に
触
れ
た
一
九
九
～

年
と
一
九
九
六
年
に
開
か
れ
た
二
度
の
研
究
会
の
報
告
書
に
収
め
ら
れ
て
い

①る
。
一
九
九
一
年
の
研
究
会
で
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
関
す
る
先
駆
的
な
研

究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
、
主
要
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
主
に

証
書
を
対
象
と
し
て
記
述
行
為
を
取
り
上
げ
た
｝
九
九
六
年
の
研
究
会
で
は
、

証
書
の
用
途
や
記
述
文
化
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
証
書
史
料
の

再
評
価
が
試
み
ら
れ
た
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
場
で
の
報
告
を
そ
の
後
の

研
究
で
適
宜
補
足
し
な
が
ら
、
従
来
の
文
書
形
式
学
と
比
較
す
る
形
で
現
在

ま
で
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
、
「
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と

は
何
か
」
を
起
源
、
機
能
、
類
型
、
編
纂
過
程
の
面
か
ら
改
め
て
定
義
し
て

い
く
。

（［

j
起
源
と
機
能

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
起
源
や
そ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
P
・
ギ
ア
リ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

M
・
パ
リ
ス
、
G
・
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
が
中
心
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
作
成
契
機
や
初
期
の
形
態
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
と
い

わ
れ
る
が
、
最
も
は
や
く
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
現
れ
た
東
フ
ラ
ン
ク
で
は
、

九
世
紀
半
ば
の
ル
イ
・
ゲ
ル
マ
ン
入
王
に
よ
る
制
圧
後
、
こ
の
地
で
所
領
を

有
す
る
教
会
組
織
に
よ
っ
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
。

既
存
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
の
集
成
に
そ
の
後
、
非
常
に
簡
潔
な
ノ
テ
ィ
ス
が

網
羅
的
に
加
筆
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
地
で
は
台
帳
史
料
で
あ
る
一
際
巽
霞
p
－

爵
δ
崖
臼
に
類
似
し
た
形
態
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
成
立
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
一
方
、
所
領
明
細
帳
℃
o
熔
窯
基
質
。
。
が
こ
れ
と
同
様
の
機
能
を
果
た

し
て
い
た
西
フ
ラ
ン
ク
で
は
、
一
〇
世
紀
半
ば
に
司
教
や
修
道
院
長
の
事
蹟

録
q
q
Φ
ω
欝
か
ら
派
生
し
た
と
み
ら
れ
る
、
年
代
記
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

o
p
降
雪
鉱
お
－
o
ご
。
巳
ρ
器
が
現
れ
始
め
る
。
典
型
的
な
修
道
院
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
が
成
立
す
る
の
は
一
一
世
紀
半
ば
以
降
で
、
ク
リ
ュ
ニ
ィ
を
は
じ
め

各
地
の
有
力
修
道
院
に
お
い
て
、
こ
の
時
期
に
急
激
に
増
加
し
た
寄
進
証
書
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を
体
系
的
に
転
写
し
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後

に
詳
し
く
ふ
れ
る
こ
の
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
一
二
世
紀
を
通
じ
て
教

会
組
織
内
で
一
般
化
し
、
そ
の
後
、
俗
人
の
手
で
も
作
成
さ
れ
始
め
た
こ
と

か
ら
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
は
一
三
世
紀
に
最
盛
期
を
迎
え
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
機
能
に
関
し
て
は
、
ギ
ア
リ
が
こ
れ
を
三
つ
に
分
け

　
　
　
　
　
　
　
　
③

て
説
明
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
修
道
院
の
危
機
に
対
す
る
備
え
と
し
て
の

財
産
整
理
σ
q
①
ω
口
8
．
財
産
保
全
嘆
0
8
。
江
。
『
記
念
o
o
ヨ
筥
仙
ヨ
。
鑓
け
6
p

で
あ
る
。
ギ
ア
リ
は
九
世
紀
に
お
け
る
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
に
つ
い
て
こ

の
三
要
素
を
指
摘
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
作
成
さ
れ
た
社
会
的
背
景
に
よ

っ
て
比
重
の
変
化
こ
そ
あ
れ
、
ほ
か
の
時
代
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
に
対

し
て
も
適
用
で
き
る
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
、
証
書
の
参
照
を
容

易
に
す
る
た
め
に
書
庫
を
整
理
す
る
こ
と
、
財
産
の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
に
既

得
財
産
に
つ
い
て
権
利
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
は
実
務
的
機
能
、
年
代
記
の

補
完
と
な
る
よ
う
に
、
司
教
、
修
道
院
長
、
そ
し
て
寄
進
者
で
あ
る
世
俗
領

主
ら
の
記
憶
を
保
護
す
る
こ
と
は
記
念
的
機
能
と
し
て
大
き
く
二
分
す
る
と
、

九
世
紀
の
東
フ
ラ
ン
ク
で
は
既
得
財
産
の
保
金
の
た
め
に
証
書
の
集
成
を
必

要
と
し
た
と
い
う
実
務
的
側
面
が
、
　
一
一
、
　
一
二
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
司

教
、
修
道
院
長
ら
の
業
績
、
あ
る
い
は
修
道
院
の
歴
史
と
証
書
と
を
結
び
つ

け
る
記
憶
・
記
念
の
側
面
が
、
そ
し
て
＝
二
世
紀
以
降
は
再
び
実
務
的
な
側

薗
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
紀
允
千
年
に
お
け
る
集
合
的
記
憶
と
歴
史
を
め
ぐ
る
考
察
で
知
ら

れ
る
ギ
ア
リ
は
、
記
述
史
料
を
前
に
し
た
と
き
の
当
時
の
修
道
士
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
紀
元
千
年
ご
ろ
彼
ら
は
過
去
と
現
在
と
の
乖
離

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
の
歴
史
を
語
る
際
に
は
永
遠
に
不
変
な
記
憶

で
は
な
く
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
過
去
を
求
め
て
、
恣
意
的
な
文
書
の
操
作
を

　
　
④

行
っ
た
」
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
に
つ
い
て
も
ギ
ア
リ
は
同
様
の
立
場
に

た
ち
、
こ
れ
を
「
同
時
代
に
望
ま
れ
る
、
あ
る
べ
き
過
去
の
再
生
産
扁
と
し

て
解
釈
し
て
い
る
。
ル
ゴ
フ
と
ト
ゥ
ベ
ー
ル
が
提
唱
し
た
「
記
念
物
と
し
て

の
史
料
」
．
伍
。
窪
石
Φ
馨
白
○
毒
ヨ
Φ
p
鳴
の
概
念
と
う
ま
く
合
致
す
る
彼
の
見

解
、
す
な
わ
ち
、
＝
、
＝
一
世
紀
の
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
単
な
る

証
書
の
写
し
で
は
な
く
、
修
道
士
ら
が
証
書
を
選
別
し
、
加
工
、
修
正
を
し

て
再
記
述
し
た
も
の
、
編
纂
時
の
彼
ら
の
記
憶
を
如
実
に
伝
え
る
あ
る
種
の

歴
史
的
叙
述
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
は
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
研
究
に
お
い
て

広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
。（

二
）
　
類
型
・
内
部
構
成

　
文
書
形
式
学
に
よ
れ
ば
、
複
写
文
書
集
成
屋
。
器
に
浄
8
豆
Φ
ω
と
し
て

は
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
ほ
か
に
も
厳
密
に
は
後
世
の
考
証
学
者
が
編
纂
に

あ
た
っ
た
証
書
集
成
お
。
話
臨
号
。
重
目
冨
ω
、
証
書
や
書
簡
、
会
計
文
書
な
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ど
を
継
続
的
に
収
録
し
た
登
記
簿
・
台
帳
話
α
Q
一
ω
け
お
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
類
型

が
あ
る
。
ま
た
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
中
で
も
、
司
教
・
修
道
院
長
に
関
す

る
叙
述
と
共
に
、
あ
る
い
は
修
道
院
の
歴
史
叙
述
に
沿
っ
て
証
書
が
転
写
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
た
も
の
が
特
に
年
代
記
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
分
類
は
、
実
際
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
非
常

に
複
合
的
な
性
格
を
も
つ
こ
と
を
軽
視
し
て
い
る
。
B
－
M
・
ト
ッ
ク
や

D
・
イ
オ
ニ
ャ
・
プ
ラ
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
証
書
の
ほ
か
に
歴
史
叙

述
や
聖
人
伝
、
蔵
書
目
録
と
い
っ
た
叙
述
型
の
テ
ク
ス
ト
を
内
包
し
て
い
る

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
も
あ
れ
ば
、
」
－
L
・
ル
メ
ー
ト
ル
が
言
う
よ
う
に
ミ
サ

典
礼
書
や
聖
書
、
死
者
名
簿
の
余
白
を
利
用
し
て
証
書
が
書
き
写
さ
れ
た
事

　
　
　
⑥

例
も
あ
る
。
ま
た
、
東
フ
ラ
ン
ク
で
の
み
見
ら
れ
る
喜
9
二
巴
三
〇
⇒
ロ
ヨ

は
財
産
取
引
に
関
す
る
証
書
台
帳
で
、
基
本
的
に
は
客
観
的
で
簡
略
な
ノ
テ

ィ
ス
を
記
録
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と
の
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
文
字
史
料
の
多
様
性

を
想
起
さ
せ
る
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
叙
述
史
料
と
証
書
史
料
と
を
形
式
的
に

峻
別
す
る
こ
と
に
警
告
を
発
す
る
と
同
時
に
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
叙

述
の
一
つ
と
し
て
扱
う
立
場
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
カ
ル
チ
ュ
レ
…
ル
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
は
、
転
写
さ
れ
た
証
書
の
分
類

方
法
が
議
論
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
収
め
ら
れ
た
証
書

が
全
く
無
秩
序
に
並
ん
で
い
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
地
域
別
、
年
代
順
の
ほ
か

に
、
教
皇
や
王
、
伯
な
ど
発
給
者
の
ヒ
エ
ラ
エ
ル
ヒ
ー
に
応
じ
た
分
類
、
あ

る
い
は
特
定
の
司
教
や
修
道
院
長
に
焦
点
を
あ
て
る
と
い
っ
た
何
ら
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

テ
…
マ
を
も
っ
て
転
写
さ
れ
る
の
が
　
般
的
で
あ
る
。
数
度
に
分
け
て
編
纂

が
行
わ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
、
と
き
に
編
纂
の
度
に
分
類
基
準
が
異

な
る
場
合
も
あ
る
。

　
比
較
的
よ
く
採
用
さ
れ
た
の
は
地
理
的
な
区
分
で
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で

時
系
列
を
意
識
し
た
証
書
の
配
置
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一

二
世
紀
後
半
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
修
道
院
の
書
庫
で
は
非
常

に
し
ば
し
ば
教
会
や
従
属
修
道
院
ご
と
に
証
書
の
保
管
箱
が
用
意
さ
れ
て
い

た
た
め
、
結
果
的
に
地
域
区
分
に
従
っ
た
証
書
分
類
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
考

慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
年
代
順
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
チ

ュ
レ
…
ル
の
刊
本
の
特
殊
性
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
九
世
紀
に
盛
ん

で
あ
っ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
出
版
事
業
に
お
い
て
は
、
参
照
者
の
便
宣
を
図

っ
て
考
証
学
者
が
本
来
の
順
序
を
廃
し
て
、
証
書
を
年
代
順
に
並
べ
直
し
て

い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
＝
、
一
二
世
紀
の
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
お

け
る
証
書
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
D
・
ロ
ー
マ
ン
の
研
究
が
非
常
に
示
唆
に

　
　
　
　
⑨

富
ん
で
い
る
。
実
務
的
用
途
に
重
点
を
置
い
て
作
成
さ
れ
た
＝
二
世
紀
以
降

の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
冒
頭
部
分
に
財
産
目
録
を
亡
く
こ
と
が
多
か
っ
た

の
に
対
し
て
、
こ
れ
に
先
行
す
る
＝
、
＝
一
世
紀
に
教
会
組
織
で
編
纂
さ
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れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
、
聖
俗
の
権
威
が
発
給
し
た
と
さ
れ
る
証
書
が

は
じ
め
に
置
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
カ
ロ
リ
ン
グ
期
で
あ
れ
ば
王
の
、
一

二
世
紀
以
降
で
あ
れ
ば
教
皇
、
皇
帝
、
王
と
い
っ
た
権
威
者
の
証
書
を
留
筆

部
分
に
配
し
、
そ
の
後
に
残
り
の
証
書
を
収
録
す
る
形
式
で
あ
る
。
彼
は
こ

れ
を
「
中
世
雲
譲
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
」
と
名
づ
け
、
年
代
記
の
補
完
あ
る
い
は

聖
俗
の
権
威
の
威
光
を
借
り
て
修
道
院
の
権
利
を
主
張
す
る
と
い
う
記
念
機

能
を
想
定
し
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
典
型
的
な
構
成
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
。

（
蕊
）
　
収
録
さ
れ
た
証
轡
一
加
工
の
過
程
i

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
収
録
す
る
証
書
の
選
択
基
準
や
修
道
院
の
書
庫
に
お

け
る
証
書
管
理
の
あ
り
よ
う
は
、
「
な
ぜ
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
編
纂
さ
れ
た

の
か
」
に
密
接
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
現
在
、
古
文
書
学
者
の
間
で
最

も
関
心
を
も
た
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
L
・
モ
レ
ル
の
研
究
を
ギ
ア
リ
や

ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
、
パ
リ
ス
ら
の
見
解
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
形
で
、
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
の
具
体
的
な
編
纂
の
過
程
、
す
な
わ
ち
、
素
材
、
そ
の
選
択
基
準
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

転
写
時
の
加
工
に
つ
い
て
論
点
を
ま
と
め
る
。

　
証
書
の
選
択
基
準
に
関
し
て
は
、
モ
レ
ル
は
、
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

と
は
そ
の
時
点
で
の
書
庫
の
状
態
を
そ
っ
く
り
再
生
す
る
と
い
う
意
図
か
ら

作
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
、
編
纂
時
の
証
書
の
取
捨
選
択
を
想
定
し
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
ギ
ア
リ
は
、
修
道
院
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
証
書
の
中
に
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
転
写
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ

と
を
根
拠
に
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
書
庫
の
映
し
鏡
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
⑪

疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
一
般
的
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
稀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
と
の
比
較
を
通
．

じ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
が
網
羅
的
に
転
写
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
編
纂

者
に
よ
る
選
択
を
受
け
た
の
か
を
実
証
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
と
は
い

え
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
時
に
証
書
の
選
択
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
考
え

る
ギ
ア
リ
の
反
論
の
方
向
性
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
一
一
、
＝
～
世
紀
の
修
道
院
の
書
庫
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
、
す
な
わ

ち
、
教
皇
勅
書
、
王
に
よ
る
特
許
状
、
伯
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
地
域
の
領

主
と
の
取
引
を
扱
う
私
文
書
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
編
纂
者
は
こ
れ
ら
を
直

接
参
照
し
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
作
成
し
た
と
い
う
の
が
モ
レ
ル
の
考
え
で

あ
る
。
九
世
紀
の
東
フ
ラ
ン
ク
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
原
型
と
な
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
証
書
集
成
の
存
在
を
想
定
し
な
い
と
い
う
点
で
は
こ
の
見
解
は
大
筋
で

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
証
書
と
カ
ル
チ
ユ
レ
ー
ル
編
纂
と
の
間
に
証
書
の
要
約
な
ど
文
書

加
工
の
二
間
的
な
レ
ベ
ル
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
意
識

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
収
め
ら
れ
た
証
書
の
加
工
過
程
に
つ
い
て
は
、
そ
も
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そ
も
証
書
を
転
写
す
る
際
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
の
記
述
形
式
、
記
載
内

容
を
遵
守
し
、
正
確
に
こ
れ
を
書
き
写
す
と
い
う
意
識
が
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
の
結
果
、
編
纂
者
の
解
釈
に
従
っ
て
妥
当
な
形
式
と
内
容
に
証
書
を
修
正

す
る
こ
と
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
モ
レ
ル
が
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
と
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
証

書
と
を
比
較
す
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
に
あ
る
プ
ロ
ト
コ
ル
な
ど
の
定
形

部
や
エ
ス
カ
ト
コ
ル
の
日
付
、
証
人
名
の
部
分
が
省
略
あ
る
い
は
簡
略
化
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
あ
る
い
は
地
名
や
人
名
の
訂
正
が
よ
く
み
ら
れ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
パ
リ
ス
も
パ
ン
カ
ル
ト
℃
き
。
費
滞
の
作
成
を

例
と
し
て
、
既
存
の
証
書
を
参
照
し
、
解
釈
し
、
加
工
す
る
こ
と
で
ま
っ
た

く
別
の
証
書
を
創
出
す
る
文
書
加
工
法
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

複
数
の
証
書
を
ひ
と
つ
に
合
成
し
た
パ
ン
カ
ル
ト
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
を

患
実
に
写
す
の
で
は
な
く
、
作
成
年
代
も
対
象
と
す
る
取
引
物
件
も
異
な
る

複
数
の
証
書
を
、
作
成
者
が
分
析
・
統
合
す
る
こ
と
で
、
そ
の
時
点
で
の
需

要
に
こ
た
え
る
新
し
い
ひ
と
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
に
仕
立
て
上
げ
た
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
あ
る
個
々
の
証
書

に
は
、
意
識
的
に
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
加
工
が
施
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
四
）
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
轡
と
複
製
文
書

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
作
成
後
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
は
引
き
続
き
書
庫
で
保
管

さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
廃
棄
さ
れ
た
の
か
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
破
棄

の
問
題
が
あ
る
。
現
在
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
は
そ
の
後
も
引
き
続
き
修
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

院
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
立
場
が
専
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
複

製
文
書
の
集
成
で
あ
る
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
と
同
等
の
法

的
効
力
を
認
め
る
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
申
世
に
お
け
る
法
の
典
拠
の
問
題

は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
未
だ
に
解
決
を
見
て
い
な
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
と
複
写
文
書
と
の
関
係
で
は
、
偽
文
書
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

題
も
よ
く
議
論
さ
れ
て
い
る
。
文
書
形
式
学
で
は
偽
文
書
は
贋
作
と
し
て
軽

視
さ
れ
て
き
た
が
、
今
日
で
は
、
一
二
世
紀
ご
ろ
ま
で
は
証
書
の
真
正
性
の

基
準
が
我
々
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
現
存
し
な
い
が
そ
の
時
点
か
ら

み
て
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
証
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
偽
文
書
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
も
共
通
す
る
「
過
去
の
再
生
産
扁
と
い

う
動
機
か
ら
作
成
さ
れ
る
偽
文
書
は
、
信
頼
性
の
低
い
史
料
と
し
て
研
究
対

象
か
ら
除
外
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
最
も
そ
の
時
代
が
必
要
と
し
た
過

去
の
表
象
と
し
て
積
極
的
に
分
析
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
収
録
さ
れ
た
文
書
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
の
形
式

を
ま
ね
て
書
い
た
文
書
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
証
書
に
修
正
を
加
え
た
文
書
、
オ
リ
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ジ
ナ
ル
証
書
を
合
成
し
た
文
書
な
ど
、
加
工
修
正
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
偽
文
書
が
受
容
さ
れ
る
文
化
的
構
造
と
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

編
纂
と
の
間
に
は
高
い
親
和
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
か

ら
は
、
ひ
と
つ
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
古
文
書
学
者
と

中
世
史
研
究
者
と
の
研
究
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
研
究
の
中
核
を
担
う
前
者
は
、
　
一
一
、
　
一
一
～
世
紀
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が

修
道
院
の
記
憶
維
持
装
置
の
役
割
を
期
待
さ
れ
た
歴
史
叙
述
で
あ
る
と
い
う

点
を
盛
ん
に
強
調
し
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
記
憶
を
読
み
解
く
手
が
か
り
と
し

て
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
過
程
を
詳
細
に
研
究
し
て
い
る
。
た
だ
、
証

書
の
集
成
で
あ
る
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
は
、
歴
史
叙
述
と
し
て
は
「
記
憶
の
筋

書
き
」
が
前
面
に
現
れ
る
類
型
で
は
な
い
の
で
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
か
ら
単

に
連
続
す
る
証
書
で
は
も
ち
え
な
い
構
造
、
意
味
秩
序
を
読
み
取
る
た
め
に

は
、
単
純
に
テ
ク
ス
ト
を
読
み
込
む
ほ
か
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し

て
分
析
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
最
も
先
行
し
て
い
る
モ

レ
ル
の
研
究
で
も
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
内
的
体
系
性
と
修
道
院
の
書
庫
と
の

関
連
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
り
、
未
だ
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
物
語
る
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
明
確
に
提
示
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
修
道

院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
～
二
世
紀
以
降
増
加
し
た
歴
史
叙
述
の
一
種
と
し
て

捉
え
る
新
た
な
方
向
性
を
打
ち
出
し
な
が
ら
も
、
そ
の
視
点
か
ら
＝
、
一

二
世
紀
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
が
活
性
化
し
た
背
景
を
説
明
す
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
後
者
の
研
究
で
は
、
史
料
紹
介
の
枠
内
で
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
改
革
、
修
道
院
と
王
・
伯
と
の
関
係
な
ど
聖
俗
の
面
か
ら
カ
ル
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ユ
レ
ー
ル
編
纂
の
時
代
的
背
景
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を

さ
ら
に
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
お
い
て
再
生
産
さ
れ
た
過
去
の
記
憶
と

関
連
づ
け
た
り
、
一
一
、
一
二
世
紀
の
よ
り
広
い
文
脈
か
ら
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
需
要
の
高
ま
り
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
彼
ら
の
申
に
は
な
い
。
つ

ま
り
、
古
文
書
学
は
テ
ク
ス
ト
内
、
中
世
史
研
究
は
テ
ク
ス
ト
外
と
い
う
研

究
の
住
み
分
け
に
阻
ま
れ
て
、
歴
史
叙
述
と
し
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
読
み
、

テ
ク
ス
ト
内
外
の
世
界
を
結
合
さ
せ
て
そ
の
編
纂
目
的
を
解
明
す
る
研
究
が

欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
今
の
段
階
で
は
、
＝
、
一
二
世
紀
に
カ
ル
チ
ユ
レ
ー
ル
が

必
要
と
さ
れ
た
背
景
を
社
会
的
・
文
化
的
に
説
明
す
る
包
掻
的
な
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
研
究
の
前
に
、
ま
ず
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
叙
述
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
の
妥
当
性
を
示
す
た
め
に
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
か
ら
記
憶
・
記
念
機

能
に
結
び
つ
く
よ
う
な
「
創
造
さ
れ
た
過
去
」
を
引
き
出
す
方
法
を
確
立
す

る
こ
と
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
系
修
道

院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
多
く
伝
え
ら
れ
、
史
料
の
質
量
と
も
比
較
的
充
実

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
研
究
が
少
な
い
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
で
、
一
一
一
世
紀

に
編
纂
さ
れ
た
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
用
い
て
ケ
ー
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カルチュレールを読む（松尾）

ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
。
そ
こ
で
は
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
特
徴
を
確
認
し
た

後
、
歴
史
叙
述
と
し
て
カ
ル
チ
ュ
レ
…
ル
を
読
む
た
め
に
、
一
つ
の
歴
史
的

事
象
に
注
目
し
、
そ
れ
に
関
連
す
る
証
書
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
、
そ
し
て
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
ル
の
内
部
構
成
の
検
討
を
総
合
す
る
と
い
う
分
析
方
法
の
可
能
性

を
試
す
こ
と
に
し
た
い
。
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。
鼠
。
「
亀
ρ
ピ
．
㌦
O
Φ
ω

　
　
ヨ
。
幕
も
・
｛
固
8
巴
①
自
。
訂
詳
㊦
旨
鷲
簿
巳
Φ
ω
β
＝
Φ
箕
㊦
註
①
噌
。
餌
善
｝
島
①
伍
⑦

　
　
鎮
。
薮
Φ
H
・
魯
6
曾
（
＜
Φ
誘
一
一
ト
。
」
．
瓦
き
ω
卜
題
§
賊
ミ
賜
§
b
ミ
，
O
認
ε
N
溶
9
訂
㌣

　
　
σ
q
H
p
卜
、
O
O
O
一
9
鞍
雪
α
Q
”
℃
■
u
卜
尋
，
濁
点
鼠
↓
，
魯
§
・
奪
，
ミ
に
Q
ぎ
§
N
§
、
，
§
阜

　
　
N
§
婦
譜
ミ
試
ミ
§
，
題
§
b
d
奉
卜
§
讐
§
昏
遠
。
自
ミ
．
防
聾
、
邑
評
蔚
b
O
O
財

⑮
N
①
ヨ
①
里
雪
■
甲
ド
蛭
筈
。
曇
一
象
9
α
Q
代
書
B
曇
葱
お
q
㊦
ω
融
g
・
≦
。
§
窪
㊦

　
　
竃
酒
田
亙
号
台
場
＄
9
・
，
ミ
§
，
舞
暑
』
旨
霧
b
。
ま
Φ
酔
。
．
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ニ
　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

　
初
め
に
　
一
、
　
一
一
　
世
紀
の
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
の
状
況
を
説
明
し
よ
う
。
ポ

ワ
ト
ゥ
地
方
に
は
、
＝
世
紀
の
社
会
に
つ
い
て
デ
ュ
ビ
ィ
が
主
張
し
、
多

く
の
研
究
者
が
他
の
地
方
へ
の
適
用
の
可
能
性
を
探
っ
た
～
般
的
な
図
式
、

ポ
ス
ト
・
カ
ロ
リ
ン
グ
期
の
秩
序
崩
壊
と
バ
ン
領
主
と
し
て
の
城
主
層
の
台

頭
と
い
う
図
式
が
う
ま
く
当
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
の
地
域
で
も
、
他
の
地
域

と
同
様
に
カ
ロ
リ
ン
グ
王
国
の
衰
退
と
共
に
フ
ラ
ン
ク
王
の
影
響
力
が
消
え
、

ノ
ル
マ
ン
人
の
侵
入
も
起
こ
っ
て
い
る
が
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
書
志
を
継
承
し
た

ポ
ワ
チ
エ
伯
は
常
に
こ
の
地
域
の
最
も
有
力
な
領
主
で
あ
り
続
け
た
。
た
だ
、

ポ
ワ
チ
エ
伯
が
副
伯
や
城
主
ら
に
対
し
て
有
し
て
い
た
大
き
な
影
響
力
は
、

＝
世
紀
以
降
ア
ン
ジ
ュ
ー
伯
や
ア
ン
グ
レ
ー
ム
伯
と
の
勢
力
争
い
に
よ
っ

て
、
微
妙
な
変
化
を
受
け
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
の
領

主
社
会
に
つ
い
て
は
、
既
に
G
－
T
・
ビ
ー
チ
、
M
・
ガ
ロ
ー
、
A
・
ド
ウ

ボ
ー
ル
、
R
・
サ
ン
フ
ァ
ソ
ン
ら
の
地
域
史
研
究
や
領
主
の
家
門
研
究
が
あ

　
①

る
が
、
＝
、
一
二
世
紀
の
ポ
ワ
ト
ゥ
の
領
主
社
会
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

教
皇
や
フ
ラ
ン
ス
王
と
い
っ
た
広
域
権
力
と
の
関
わ
り
よ
り
も
、
一
一
、
一

二
世
紀
を
通
じ
て
権
力
を
維
持
し
続
け
た
ポ
ワ
チ
エ
伯
と
ア
ン
ジ
ュ
！
伯
と

の
争
い
や
そ
れ
に
連
動
す
る
中
小
領
主
ら
の
紛
争
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
の
領
主
と
関
係
を
持
ち
、
こ
の
地
域
に
多
く
の
所
領
を
も

っ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
系
修
道
院
の
中
で
、
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
、
サ

ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
、
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ダ
ン
ジ
ェ
リ
イ
修
道
院
、
ノ
ワ

イ
エ
修
道
院
の
四
つ
が
一
一
、
一
二
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
現
代
ま
で
伝
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
一
二
世
紀
初
頭
に
カ
ル

チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
を
始
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院

を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
こ
の
史
料
選
択
の
理
由
は
、
サ
ン
・
メ

ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
、
歴
史
的
事
象
と
そ
れ
に
関
す
る
修

道
士
の
記
述
と
を
比
較
検
討
す
る
格
好
の
場
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、

サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
修
道
院
所
領
の
帰
属
を
巡
っ
て
一
つ
の
危
機
に

直
面
し
て
い
た
。
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
年
代
記
に
も
残
っ
て
い
る
よ

う
に
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
近
く
に
拠
点
を
も
ち
、
修
道
院
と
代
々

封
臣
関
係
に
あ
っ
た
り
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
ユ
ー
グ
経
世

（一

Z
ω
⑩
山
一
一
〇
）
が
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
財
産
を
略
取
し
、
そ
の
息

子
の
ユ
ー
グ
・
ル
ブ
ラ
ン
（
後
の
ユ
ー
グ
七
世
）
（
回
O
①
叩
く
．
＝
9
）
も
こ

れ
を
返
還
し
な
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
一
一
一
〇
年
か
ら
一
＝
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
か
け
て
戦
闘
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
闘
は
甥
の
パ
ル
ト
ネ
城
主

シ
モ
ン
ニ
世
と
組
ん
だ
り
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
ポ
ワ
チ
エ
伯
ギ
ヨ
ー
ム
九

世
と
の
間
で
行
わ
れ
、
ポ
ワ
チ
エ
伯
が
一
一
一
八
年
に
勝
利
を
収
め
る
と
パ
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カルチュレールを読む（松尾）

ル
ト
ネ
城
主
は
投
獄
さ
れ
た
。
な
お
も
パ
ル
ト
ネ
城
主
は
ポ
ワ
チ
エ
伯
に
抵

抗
し
続
け
る
が
、
＝
二
二
年
に
ポ
ワ
チ
エ
伯
に
城
を
攻
略
さ
れ
、
歴
史
か

ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル

チ
ュ
レ
！
ル
で
は
、
所
領
を
侵
害
し
た
こ
と
で
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と

紛
争
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
一
二
世
紀
初
頭
の
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
歴

史
的
状
況
と
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
内
部
構
成
や
証
書
の
テ
ク
ス
ト
解
釈
か

ら
得
ら
れ
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
姿
と
を
比
較
し
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

が
伝
え
る
記
憶
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

（［

j
　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル

　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
起
源
は
五
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
。
フ
ラ
ン
ク

王
が
は
じ
め
の
後
援
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
カ
ロ
リ
ン
グ
期
に
お
い
て
は
、

帝
国
内
で
最
も
有
力
な
修
道
院
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
他
の
修
道
院
と
同
様

に
、
ノ
ル
マ
ン
人
の
侵
入
を
受
け
た
も
の
の
、
九
、
～
○
世
紀
に
領
主
か
ら

の
寄
進
を
受
け
て
復
興
し
た
。

　
こ
の
修
道
院
は
フ
ラ
ン
ク
王
か
ら
年
掛
特
権
の
証
書
を
受
け
て
お
り
、
修

道
院
の
周
囲
に
集
中
的
に
所
領
を
有
し
て
い
た
。
ト
ゥ
ア
ー
ル
副
伯
が
こ
の

修
道
院
の
守
護
を
勤
め
て
い
た
が
、
　
～
○
世
紀
に
ポ
ワ
チ
エ
伯
が
こ
れ
に
取

っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。
ポ
ワ
チ
エ
伯
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
・
メ
ク

サ
ン
修
道
院
が
ポ
ワ
チ
エ
伯
の
身
持
で
あ
り
、
戦
時
に
は
歩
兵
の
提
供
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
封
臣

で
あ
っ
た
の
が
り
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
＝
世
紀
後
半
に
非
常
に
強
力
で

あ
っ
た
パ
ル
ト
ネ
城
主
だ
が
、
彼
ら
は
修
道
院
所
領
を
し
ば
し
ば
侵
害
し
て

い
た
。
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
こ
う
い
つ
た
世
俗
領
主
の
影
響
力
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
、
一
一
世
紀
後
半
か
ら
徐
々
に
教
皇
に
従
属
す
る
姿
勢
を
見

せ
始
め
る
。

　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
で
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
作
成

さ
れ
一
＝
｝
四
年
に
は
完
成
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
年
代
記
な
ど
い
く
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
記
述
史
料
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
修
道
院
の
書
庫
の
状
態
は

悲
惨
な
も
の
で
あ
り
、
一
七
世
紀
後
半
に
既
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
は
多
く

の
欠
損
部
分
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

ル
は
一
八
〇
五
年
目
火
災
で
失
わ
れ
た
た
め
、
現
在
、
我
々
が
利
用
で
き
る

主
要
な
史
料
は
、
　
～
八
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
写
本
二
点

（
フ
ォ
ン
ト
ノ
ー
版
・
シ
ャ
ザ
ル
版
）
、
そ
し
て
こ
れ
と
残
存
す
る
証
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

も
と
に
作
ら
れ
た
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
証
書
集
成
の
刊
本
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
写
本
に
は
い
ず
れ
も
不
備

が
あ
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
あ
っ
た
証
書
の
正
確
な

数
は
不
明
で
あ
る
。
刊
本
を
作
成
し
た
A
・
リ
シ
ャ
ー
ル
は
、
写
本
に
残
さ

れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
フ
ォ
リ
オ
の
記
録
や
筆
跡
を
元
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
た
と
み
な
し
た
。
～
二
八
○
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年
ご
ろ
に
編
纂
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
第
一
部
（
思
．
ゲ
ご
）
、
＝
一
〇
年

か
ら
一
一
二
四
年
の
間
に
編
纂
さ
れ
た
ら
し
い
第
二
部
（
庖
．
熟
苗
①
㊤
）
、

一
一
四
五
年
置
ろ
に
作
成
さ
れ
た
ら
し
い
第
三
部
（
℃
℃
．
N
刈
0
1
ω
駆
邸
）
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
で
は
＝
～
世
紀
か
ら
＝
二
世
紀
に

か
け
て
第
二
部
、
第
三
部
、
第
一
部
の
順
に
少
な
く
と
も
三
回
に
分
け
て
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
全
体
的
に
欠
落
部
分

が
多
い
こ
と
や
半
蔀
と
第
三
部
と
の
境
界
部
分
で
は
、
収
録
証
書
の
特
徴

に
大
差
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
通
の
偽
文
書
を
境
に
こ
れ
を
二
分
し
て

い
る
点
な
ど
、
リ
シ
ャ
ー
ル
が
い
う
三
部
構
成
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
代
わ
る
見
解
は
現
時
点
で
は
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で

は
り
シ
ャ
ー
ル
の
分
析
に
沿
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
第
一
部
と
第
三
部
で
は
証
書
が
大
よ
そ
年
代
順
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
第
二
部
だ
け
は
こ
の
方
式
を
採
用

し
て
い
な
い
。
院
長
ジ
ョ
フ
ロ
ワ
の
命
を
受
け
て
～
二
世
紀
初
に
最
も
早
く

編
纂
が
開
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
第
二
部
に
収
録
さ
れ
た
証
書
は
、

修
道
院
の
創
設
か
ら
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
作
業
開
始
期
に
あ
た
る
＝
一

〇
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
一
〇
五
年
以
降
に
作

成
さ
れ
た
証
書
に
つ
い
て
は
、
多
く
は
＝
四
五
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

部
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
第
二
部
に
記
載
さ
れ
た
も
の
は
稀
で
あ
る
。

　
以
下
、
第
二
部
の
内
部
構
成
を
紹
介
す
る
（
表
参
照
）
。
冒
頭
に
あ
る
の

は
、
こ
の
修
道
院
が
持
つ
最
も
古
い
証
書
、
ア
キ
テ
ー
ヌ
王
ピ
ピ
ン
一
世
・

二
世
の
特
許
状
と
フ
ラ
ン
ク
皇
帝
ル
イ
の
特
許
状
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
の

は
、
第
二
部
で
は
最
も
新
し
い
一
｝
｝
○
年
に
発
給
さ
れ
た
教
皇
パ
ス
カ
ル

ニ
世
の
勅
書
で
あ
る
。
王
や
教
皇
に
よ
る
重
要
な
証
書
が
構
成
す
る
導
入
部

の
あ
と
は
、
オ
ニ
ス
の
塩
田
と
べ
サ
ッ
ク
の
ブ
ド
ウ
畑
に
関
す
る
取
引
が
非

常
に
よ
く
ま
と
ま
っ
た
形
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
メ
ル
を
中
心
と
し

た
修
道
院
の
南
西
部
、
修
道
院
近
郊
（
東
）
、
ト
ゥ
ア
ー
ル
を
中
心
と
し
た

北
部
、
修
道
院
近
郊
（
南
）
、
南
部
、
東
部
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
す
な
わ
ち

修
道
院
周
辺
で
行
わ
れ
た
取
引
と
、
ほ
ぼ
地
域
ご
と
に
証
書
を
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
後
に
は
各
地
で
行
わ
れ
た
二
〇
〇
年
以
降
の
比
較
的

新
し
い
証
書
や
従
属
院
・
従
属
教
会
に
関
連
し
た
証
書
が
多
く
転
写
さ
れ
、

最
後
に
刊
本
の
編
者
が
偽
文
書
と
み
な
し
た
修
道
院
長
エ
ブ
ル
に
関
す
る
証

書
が
お
か
れ
て
い
る
。

　
異
な
る
地
域
で
の
取
引
を
扱
っ
た
証
書
の
混
入
や
後
世
の
加
筆
が
散
見
さ

れ
る
も
の
の
、
第
二
部
は
明
ら
か
に
地
域
別
に
証
書
を
分
類
す
る
形
式
に
な

っ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
地
域
区
分
は
多
く
の
場
合
、
サ
ン
・
メ
ク
サ

ン
修
道
院
の
従
属
院
が
存
在
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
部
分
に
は
こ
れ
ら
の

従
属
院
に
関
連
す
る
証
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
サ
ン
・
メ

ク
サ
ン
修
道
院
の
書
庫
に
お
い
て
は
従
属
院
別
の
証
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
さ
ら
に
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
が
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書
庫
で
の
分
類
を
尊
重
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
さ
て
、
有
力
領
主
が
行
っ
た
取
引
と
し
て
は
、
第
二
部
で
は
本
稿
で
焦
点

を
当
て
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
ほ
か
に
も
ポ
ワ
チ
エ
伯
、
ト
ゥ
ア
ー
ル

副
伯
、
オ
ル
ネ
ィ
副
伯
、
メ
ル
城
主
の
証
書
が
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
、

ポ
ワ
チ
エ
伯
に
関
係
す
る
証
書
が
非
常
に
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
取
引
の

当
事
者
あ
る
い
は
証
人
と
い
う
形
で
は
四
分
の
一
の
証
書
に
名
前
を
残
し
て

　
⑧

い
る
。
こ
の
点
は
修
道
院
の
守
護
で
あ
っ
た
ポ
ワ
チ
エ
伯
と
修
道
院
と
の
結

び
つ
き
を
思
わ
せ
る
。
有
力
領
主
が
行
っ
た
取
引
や
従
属
院
が
直
接
か
か
わ

っ
た
取
引
を
扱
う
証
書
は
、
各
ま
と
ま
り
の
末
尾
部
分
に
集
中
す
る
傾
向
が

あ
る
。
特
に
、
修
道
院
近
郊
で
の
取
引
を
集
め
た
部
分
で
は
末
尾
だ
け
で
な

く
、
冒
頭
に
も
こ
の
よ
う
な
取
引
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
修
道

院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
は
有
力
者
に
関
す
る
証
書
を
特
直
視
し
、
全
体
の
冒

頭
お
よ
び
末
尾
部
分
に
こ
れ
ら
を
配
置
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
が
、
サ

ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
で
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
全
体
だ
け
で
な
く
第
二
部
を

構
成
す
る
各
ま
と
ま
り
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
編
纂
期
の
違
い
に
よ
っ

て
こ
の
よ
う
な
三
部
構
成
を
と
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
は
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
戦
闘
と
並

行
し
て
第
二
部
、
戦
闘
終
結
か
ら
約
三
〇
年
輩
に
第
三
部
、
そ
し
て
約
一
六

〇
年
後
に
第
一
部
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
戦
闘
と
同

時
代
に
作
成
さ
れ
た
第
二
部
を
対
象
に
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
証
書
を
分

析
す
る
こ
と
、
次
い
で
、
そ
の
内
容
を
戦
闘
の
当
事
者
の
生
存
中
、
戦
闘
が

過
去
の
も
の
と
な
っ
た
時
代
と
、
そ
の
後
二
つ
の
異
な
っ
た
状
況
下
で
編
纂

さ
れ
た
部
に
あ
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
証
書
の
内
容
と
比
較
す
る
こ
と

は
、
こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
お
け
る
彼
ら
の
記
憶
を
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
二
）
　
第
二
部
に
み
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

　
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
に
関
係
す
る
証
書
は
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
二
部

に
六
枚
収
録
さ
れ
て
い
る
（
表
参
照
）
。
ユ
ー
グ
五
世
が
証
人
と
し
て
参
加

し
た
証
書
が
二
枚
、
ユ
ー
グ
六
世
が
行
為
主
体
と
な
っ
た
証
書
が
四
枚
で
あ

る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
内
部
構
成
か
ら
み
る
と
、
ユ
ー
グ
五
二
が
証
人
と

な
っ
た
証
書
は
、
客
○
．
⑩
Q
。
が
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
近
郊
（
東
）
で
の

取
引
の
冒
頭
に
、
累
P
Φ
“
が
修
道
院
近
郊
（
南
）
で
の
取
引
の
末
尾
に
あ

⑨る
。
ユ
ー
グ
六
斎
の
証
書
は
、
最
後
の
地
域
区
分
で
あ
る
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン

修
道
院
周
辺
で
行
わ
れ
た
取
引
の
末
尾
に
客
ρ
冨
ω
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
全

体
の
末
尾
部
分
に
内
容
の
達
罪
す
る
賭
○
』
O
㊤
と
客
。
．
混
一
が
あ
る
。
一

八
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
フ
ォ
ン
ト
ノ
ー
版
の
写
本
に
は
累
ρ
感
G
。
の
後
に

証
書
一
八
枚
の
欠
落
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
欠
落
部
分
の
内
容
は
不
明
だ

が
、
シ
ャ
ザ
ル
に
よ
る
写
本
と
の
比
較
か
ら
、
凋
ρ
憲
G
。
の
直
後
に
は
客
ρ
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カルチュレールを読む（松尾）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
漣
が
続
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
証
書
も
各
ま
と
ま
り

の
冒
頭
も
し
く
は
末
尾
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
配
置
か
ら
判
断
し
て
、
こ

れ
ら
が
修
道
院
に
と
っ
て
重
要
な
証
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
中
で
も
、
ユ
ー
グ
六
世
の
証
書
翼
。
」
卜
⊃
し
。
と
客
9
感
蒔
の
後
に
収
録

さ
れ
て
い
る
の
は
主
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
直
前
に
作
成
さ
れ
た
証
書
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
証
書
は
証
書
を
地
域
別
に
分
類
し
た
部
分
の
最
後
、

す
な
わ
ち
第
二
部
の
申
で
は
実
質
上
の
末
尾
に
当
た
る
位
置
に
あ
る
。
ま
た

翼
○
』
O
O
と
乞
9
曽
一
は
、
同
時
代
に
作
成
さ
れ
た
証
書
の
多
く
が
後
に
編

纂
さ
れ
た
第
三
部
に
収
め
ら
れ
る
中
、
証
書
作
成
か
ら
程
な
く
し
て
第
二
部

に
転
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
ユ
ー
グ
六
甲
の
証
書
に
対
す
る
サ

ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
関
心
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
。

　
で
は
ユ
ー
グ
六
畜
の
証
書
四
枚
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
宕
。
・
一
ト
⊃
ω
と
宕
○
」
卜
⊃
斜
と
は
、
二
世
紀
後
半
に
お
け
る
サ
ン
・
メ

ク
サ
ン
修
道
院
の
証
書
に
典
型
的
な
書
式
を
採
用
し
て
お
り
、
共
に
主
キ
リ

ス
ト
の
受
肉
か
ら
一
〇
六
九
年
目
と
い
う
年
代
表
記
に
始
ま
り
、
教
皇
、
フ

ラ
ン
ス
王
以
下
当
時
の
主
だ
っ
た
支
配
者
の
名
を
書
き
連
ね
る
形
に
な
っ
て

い
る
。
駕
。
．
署
し
。
は
羊
皮
紙
の
破
れ
に
よ
り
写
本
作
成
時
に
既
に
後
半
部
分

が
失
わ
れ
て
い
た
が
、
内
容
の
理
解
に
支
障
は
な
い
。
一
〇
六
九
年
に
ユ
ー

グ
六
世
が
修
道
院
長
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
ゥ
ス
と
修
道
士
ら
と
コ
ン
ヴ
ェ
ニ
エ
ン

テ
ィ
ア
を
な
し
、
修
道
士
の
祈
祷
と
引
き
換
え
に
、
そ
れ
ま
で
修
道
院
所
領

に
お
い
て
自
ら
が
行
っ
て
い
た
悪
し
き
慣
習
と
五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
放
棄

　
　
　
　
　
　
⑪

す
る
内
容
で
あ
る
。
累
○
．
三
島
は
、
年
代
表
記
以
下
ユ
ー
グ
六
世
の
名
に
言

及
す
る
ま
で
客
ρ
冨
ω
と
全
く
同
じ
文
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、

㎝
〇
六
九
年
に
ユ
ー
グ
六
世
が
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
長
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

ゥ
ス
の
封
臣
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
身
と
ポ
ワ
チ
エ

伯
と
の
戦
闘
に
よ
っ
て
修
道
院
を
害
し
た
こ
と
を
認
め
、
殉
教
著
録
へ
の
記

載
と
命
日
の
祈
祷
と
引
き
換
え
に
、
修
道
院
に
従
属
す
る
三
教
会
の
再
建
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

尽
力
す
る
こ
と
、
五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
放
棄
す
る
こ
と
を
誓
約
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
証
書
は
共
に
一
〇
六
九
年
三
月
｝
○
日
の
日
付
を
も
つ
点
、
書

式
の
類
似
、
内
容
の
関
善
性
か
ら
恐
ら
く
同
時
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。　

一
方
、
螺
。
．
卜
⊃
O
ゆ
と
瓢
。
』
ご
は
ユ
ー
グ
六
世
と
ユ
ー
グ
七
世
が
サ
ン
・

メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
交
わ
し
た
誓
約
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
宕
。
』
O
Φ
は
一

八
世
紀
の
時
点
で
既
に
前
半
が
破
れ
て
欠
損
し
て
い
た
が
、
一
一
〇
五
年
に

あ
っ
た
ユ
ー
グ
画
餅
親
子
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
に
関
す
る
裁
判
記
録

で
あ
り
、
こ
れ
に
ボ
ル
ド
…
大
司
教
、
ポ
ワ
チ
エ
司
教
や
ポ
ワ
チ
エ
伯
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

立
ち
会
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
翌
年
に
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る

累
○
．
曽
一
は
、
一
一
〇
六
年
に
ユ
ー
グ
六
世
と
そ
の
息
子
ユ
ー
グ
七
琶
が
修

道
院
へ
赴
き
、
修
道
院
長
ガ
ル
ネ
リ
ウ
ス
に
対
し
て
前
年
の
取
り
決
め
を
確

認
し
た
こ
と
、
ポ
ワ
チ
エ
司
教
や
伯
ら
が
そ
の
証
人
と
な
っ
た
こ
と
、
ユ
…
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グ
六
世
親
子
が
修
道
院
所
領
の
封
臣
と
な
り
修
道
院
所
領
の
防
衛
に
努
め
る

こ
と
、
さ
ら
に
一
〇
六
九
年
に
な
さ
れ
た
五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
返
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

（
瓢
○
・
一
い
ω
・
一
〇
蒔
）
に
言
及
し
こ
れ
を
再
確
認
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

二
件
の
紛
争
解
決
を
扱
う
こ
れ
ら
四
つ
の
文
書
は
、
い
ず
れ
も
証
書
書
式
を

維
持
し
た
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
収
録
時
に
大
き
な
修
正

や
省
略
を
受
け
る
こ
と
な
く
忠
実
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
部
の
内
部
構
成
お
よ
び
そ
こ
に
含
ま
れ
る
証
書
の
内
容
と
を
比
較
検

討
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
計
四
通
と
数
は

少
な
い
も
の
の
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
ユ
ー
グ
山
稼
の
証
書
は
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
の
構
成
上
、
編
纂
者
の
意
識
が
強
く
働
く
部
分
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
証
書
に
あ
る
の
は
、
…
〇
六
九
年
の
事
例
で
は
り
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン

城
主
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
の
問
で
コ
ン
ヴ
ェ
ニ
エ
ン
テ
イ
ア
が
な

さ
れ
、
宗
教
的
奉
仕
と
引
き
換
え
に
、
所
領
侵
審
を
行
っ
た
り
ユ
ー
ジ
ニ
ャ

ン
城
主
ユ
ー
グ
菊
綴
が
自
ら
の
非
を
認
め
譲
歩
し
た
こ
と
、
～
㎝
〇
五
年
と

一
一
〇
六
年
の
事
例
で
は
裁
判
で
の
取
り
決
め
を
受
け
て
、
ユ
…
グ
六
世
と

ユ
ー
グ
二
世
が
修
道
院
へ
赴
い
て
修
道
院
の
封
臣
と
な
り
、
一
〇
六
九
年
の

誓
約
内
容
を
再
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
伯
や
司
教
の
裁
判
と
は

別
に
地
域
の
領
主
間
で
行
わ
れ
た
紛
争
解
決
で
あ
る
。
リ
ュ
～
ジ
ニ
ャ
ン
城

主
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
の
紛
争
は
当
事
者
の
間
で
和
解
が
図
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
～
度
は
断
ち
切
ら
れ
た
関
係
が
修
復
さ
れ
、
従
来
か
ら
の
関
係

が
再
確
認
さ
れ
て
い
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
第
二
部
が
編
纂
さ
れ
た
と
き
、

一
｝
一
〇
年
か
ら
一
一
一
入
年
ま
で
の
戦
闘
に
よ
っ
て
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修

道
院
と
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
は
紛
争
状
態
に
陥
っ
て
い
た
が
、
こ
の
と

き
に
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
所
領
侵
害
を
巡
っ
て
係
争
中

の
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
へ
の
非
難
で
は
な
く
、
両
者
が
過
去
に
「
紛
争
か

ら
和
解
へ
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
二
度
完
成
さ
せ
、
そ
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
た

と
い
う
一
工
○
年
の
戦
闘
重
量
の
記
憶
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
第
二
部
で

記
憶
さ
れ
て
い
る
の
は
、
編
纂
以
前
の
合
意
に
基
づ
く
「
紛
争
解
決
を
通
じ

て
、
長
期
的
な
関
係
を
維
持
す
る
ユ
ー
グ
六
批
」
の
姿
で
あ
り
、
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
編
纂
当
時
に
修
道
院
が
直
面
し
て
い
た
危
機
は
語
ら
れ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

（
三
）
　
第
三
部
に
み
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

　
で
は
、
＝
｝
八
年
の
戦
闘
終
結
か
ら
約
三
〇
年
が
経
過
し
た
＝
四
五

年
ご
ろ
に
編
纂
さ
れ
た
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
三
部
で
は
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ

ン
城
主
の
証
書
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
一

二
〇
年
か
ら
＝
…
八
年
の
戦
闘
や
そ
の
解
決
に
つ
い
て
何
か
無
口
及
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
三
部
は
基
本
的
に
は
一
一
〇
〇
年
以
降
の
証
書
を
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年
代
順
に
配
列
す
る
形
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
枚
の
証
書
で
リ
ユ
ー
ジ
ニ

ャ
ン
城
主
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
客
○
』
①
○
。
と
宕
。
．
G
。
巳
は
共
に
ユ
ー
グ
七

世
が
行
為
主
体
と
な
っ
た
証
書
で
あ
る
。
ユ
ー
グ
七
世
の
家
族
ら
の
署
名
か

ら
始
ま
る
累
ρ
ω
①
。
。
は
、
ユ
ー
グ
七
世
が
先
祖
の
例
に
倣
っ
て
サ
ン
・
メ

ク
サ
ン
修
道
院
の
封
臣
と
な
り
、
一
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
引
き
換
え
に
修
道

院
近
郊
の
バ
ン
プ
ル
ー
、
リ
ゴ
ー
ダ
ン
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
ミ
エ
の
所
領
の
防

衛
を
担
う
こ
と
を
誓
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
闘
終
結
と
同
じ
一
一

一
八
年
の
証
書
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
闘
に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

闘
と
証
書
内
容
と
の
関
係
は
こ
こ
で
は
わ
か
ら
な
い
。
ノ
テ
ィ
ス
の
形
式
を

と
る
属
ρ
ω
お
は
ユ
ー
グ
七
世
が
先
祖
の
例
に
倣
っ
て
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン

修
道
院
の
封
臣
と
な
る
こ
と
、
五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
返
還
す
る
と
い
う
一

〇
六
九
年
、
　
　
」
〇
六
年
の
ユ
ー
グ
⊥
ハ
世
の
誓
約
（
翼
9
一
濡
し
。
・
累
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

b。

鼈
黶
j
を
ユ
ン
グ
七
世
が
踏
襲
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
証

書
で
も
＝
一
〇
年
か
ら
＝
一
八
年
に
か
け
て
の
戦
闘
へ
の
言
及
は
な
い
。

　
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
三
部
に
収
録
さ
れ
た
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
証

書
を
見
る
限
り
で
は
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
戦
闘
に
つ
い
て
｝
切
沈

黙
を
守
っ
て
い
る
。
ユ
ー
グ
七
世
が
修
道
院
に
対
し
て
起
こ
し
た
所
領
侵
害

を
非
難
し
て
自
ら
の
正
当
性
を
主
張
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
一
一
〇
年
以
降

ユ
ー
グ
七
世
が
所
領
侵
害
と
い
う
危
機
を
修
道
院
に
も
た
ら
し
た
こ
と
や
、

そ
の
後
の
戦
闘
終
結
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
の
和
解
に
つ
い
て
も
語
ら

な
い
。
ま
る
で
戦
闘
な
ど
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
オ
9

卜。

ﾖ
。
。
の
年
代
表
記
に
お
い
て
＝
＝
○
年
は
ポ
ワ
チ
エ
伯
と
ユ
ー
グ
七
世

が
戦
闘
を
行
い
、
各
地
を
荒
廃
さ
せ
た
年
で
あ
る
扁
と
記
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
こ
の
戦
闘
そ
の
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
わ

　
　
　
　
⑰

け
で
は
な
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
一
＝
○
年
か
ら
＝
一
八
年
の
戦
闘

に
ま
つ
わ
る
記
憶
の
う
ち
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
修
道
院
と
の
問
で
生

じ
た
駈
領
侵
害
、
あ
る
い
は
そ
の
和
解
・
関
係
修
復
と
い
っ
た
「
紛
争
か
ら

和
解
へ
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
詳
述
せ
ず
に
、
リ
ュ
…
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
ユ
…
グ
七

世
の
姿
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
三
部

で
も
（
一
｝
一
八
年
と
一
一
三
七
年
の
二
度
の
誓
約
を
通
じ
て
）
、
第
　
　
部

と
同
様
に
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
は
「
修
道
院
と
長
期
的
に
共
生
関
係
に
あ

る
領
主
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
ユ
ー

グ
二
世
が
戦
闘
を
お
こ
し
た
点
に
は
触
れ
ず
、
「
先
祖
代
々
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
」
修
道
院
の
封
臣
と
し
て
修
道
院
と
の
総
体
的
な
相
互
依
存
関
係
を

継
続
し
た
こ
と
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
四
）
　
第
［
部
に
み
る
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

　
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
に
は
＝
一
〇
年
か
ら
一
一
一
八
年
に
か
け
て

の
紛
争
に
関
す
る
証
書
は
一
切
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
は
、
＝
　
八
○
年
編
纂
の
第
一
部
に
収
録
さ
れ
た
証
書
に
よ
っ
て
打
ち
消
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さ
れ
る
。
そ
こ
に
あ
る
ユ
ー
グ
六
世
・
ユ
ー
グ
七
世
の
親
子
が
行
っ
た
所
領

侵
害
を
直
接
取
り
上
げ
た
四
つ
の
証
書
は
、
＝
一
〇
年
、
一
一
一
七
…
一

～
二
七
年
と
い
ず
れ
も
＝
四
五
年
ま
で
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
の
第
三
部
へ
の
記
載
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
＝
七
1

＝
二
七
年
に
作
成
さ
れ
た
客
ρ
卜
。
。
。
僻
、
窯
。
』
。
。
α
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
グ

レ
…
ム
司
教
と
、
ポ
ワ
チ
エ
旬
教
に
宛
て
た
ユ
ー
グ
警
世
の
書
簡
で
、
ジ
ャ

ゼ
ヌ
イ
ユ
教
会
所
領
を
巡
っ
て
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン

修
道
院
と
の
騰
で
お
き
た
紛
争
の
仲
裁
を
求
め
る
内
容
と
、
こ
の
ジ
ャ
ゼ
ヌ

イ
ユ
教
会
所
領
を
自
身
が
正
当
に
持
つ
こ
と
を
証
言
す
る
内
容
に
な
っ
て
い

⑱る
。
窯
ρ
鱒
ω
回
、
翼
ρ
b
。
ω
卜
。
は
共
に
一
一
一
〇
年
に
教
皇
パ
ス
カ
ル
季
世
が

ポ
ワ
チ
エ
司
教
ピ
エ
ー
ル
に
宛
て
て
書
い
た
小
勅
書
で
、
そ
れ
ぞ
れ
修
道
院

所
領
を
侵
害
し
て
い
る
ユ
ー
グ
警
世
、
ジ
ャ
ゼ
ヌ
イ
ユ
教
会
所
領
を
侵
害
し

て
い
る
ユ
ー
グ
七
世
を
教
会
裁
判
に
か
け
る
よ
う
ポ
ワ
チ
エ
司
教
ピ
エ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
⑲

二
世
に
求
め
て
い
る
。
特
に
咳
。
．
鱒
。
。
卜
⊃
は
、
一
一
一
〇
年
か
ら
一
　
一
八

年
の
戦
闘
の
発
端
と
な
っ
た
り
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
所
領
侵
害
を
詳
細
に

伝
え
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ゼ
ヌ
イ
ユ
教
会
、
ル
ゼ
教
会
、
ベ
ル
ロ

教
会
の
帰
属
、
バ
ン
プ
ル
ー
、
リ
ゴ
ー
ダ
ン
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
ミ
エ
の
所
領

の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院

が
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
我
々
は
知
る
。
こ
の
二
通
の
書
簡
は
直
接
、
サ

ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
に
宛
て
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
内

容
か
ら
こ
の
修
道
院
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
十
分
推
測
さ
れ
る
。
一
＝
八
年
に
作
成
さ
れ
第
三
部
に
収
め
ら
れ
た

累
9
N
①
Q
。
は
、
ま
さ
に
バ
ン
プ
ル
ー
、
リ
ゴ
ー
ダ
ン
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
ミ
エ

の
所
領
の
処
遇
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
戦
闘
か
ら
生
じ
た

両
者
の
紛
争
の
和
解
証
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
リ
ュ
！
ジ

ニ
ャ
ン
城
主
が
ジ
ャ
ゼ
ヌ
イ
ユ
教
会
所
領
に
対
す
る
権
利
を
申
し
立
て
た

翼
。
．
卜
。
○
。
蒔
、
窯
○
．
卜
⊃
G
。
㎝
も
ま
た
、
一
一
一
七
－
一
＝
～
七
年
に
リ
ュ
ー
ジ
ニ

ャ
ン
城
主
が
み
せ
た
紛
争
の
和
解
に
向
け
た
も
う
一
つ
の
動
き
を
伝
え
る
も

の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
、
紛
争
解
決
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た

リ
ュ
ー
ジ
ュ
ニ
ャ
ン
城
主
の
書
簡
瓢
ρ
N
G
。
心
、
窯
。
』
c
。
0
、
そ
し
て
教
皇
の

小
勅
書
と
い
う
修
道
院
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
証
書
で
あ
る
は
ず
の
翼
ρ

卜⊃

f。

黶A

ﾝ
。
．
卜
。
ω
N
を
修
道
士
た
ち
は
第
二
部
に
も
第
三
部
に
も
収
録
し
な
か

っ
た
。
特
に
客
。
』
ω
N
は
関
係
の
深
い
瓢
9
卜
。
①
o
。
が
第
三
部
に
収
録
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
証
書
の
作
成
か
ら
＝
二
〇
年
か
ら

一
七
〇
年
が
経
過
し
た
一
三
世
紀
末
の
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
で
は
カ
ル

チ
ユ
レ
ー
ル
に
転
写
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
チ
ュ
レ
！
ル
の
財
産
保
全
機

能
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
文
書
操
作
は
効
果
的
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、

第
二
部
、
第
三
部
に
あ
る
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
に
よ
る
権
利
放
棄
や
和
解

の
証
雷
と
共
に
、
第
一
部
に
あ
る
ユ
ー
グ
六
世
や
ユ
ー
グ
挙
世
が
行
っ
た
所
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領
侵
害
の
顛
末
を
詳
述
す
る
証
書
、
権
威
者
に
よ
る
直
接
的
な
リ
ユ
ー
ジ
ニ

ャ
ン
城
主
の
非
難
を
多
く
収
録
し
、
争
点
の
所
領
が
修
道
院
に
帰
属
す
る
根

拠
を
示
す
ほ
う
が
修
道
院
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
一
方
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
記
念
機
能
を
考
え
る
と
、
戦
闘
が
未
解
決
で

あ
っ
た
第
二
部
で
は
も
ち
ろ
ん
、
第
三
部
の
よ
う
に
和
解
が
な
っ
た
後
で
も

こ
れ
ら
四
つ
の
証
書
を
収
録
し
な
い
と
い
う
文
書
操
作
は
、
ま
さ
に
皿
工

○
年
か
ら
＝
一
八
年
の
戦
闘
の
発
端
と
そ
の
解
決
の
過
程
を
忘
却
す
る
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ポ
ワ
ト
ゥ
地
域
の
領
主
間
で
行
わ
れ
て
い
た
紛

争
解
決
の
状
況
が
、
こ
の
忘
却
の
一
つ
の
背
景
と
し
て
想
起
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
中
世
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
は
、
伯
や
司
教
が
主
宰
す
る
裁
判
と
共

に
、
地
域
の
領
主
間
で
の
社
会
的
紐
帯
を
配
慮
し
た
交
渉
に
よ
っ
て
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
和
解
が
当
事
者
間
で
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
サ
ン
・

メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
場
合
、
第
二
部
、
第
三
部
に
収
録

さ
れ
た
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
の
証
書
は
、
当
事
者
間
で
行
わ
れ
た
和
解
交

渉
の
証
書
（
雲
。
．
H
邸
ω
り
属
○
・
一
ト
り
斜
“
累
。
．
邸
①
Q
◎
甲
り
朔
。
・
ω
一
N
）
、
裁
判
と
そ
の
後

の
直
接
交
渉
の
証
書
（
窯
ρ
卜
⊃
O
P
嬢
○
』
ご
）
と
、
い
ず
れ
も
領
主
間
で
の

和
解
交
渉
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
伝
え
る
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ

ン
城
主
の
記
憶
は
、
第
二
部
で
は
「
紛
争
か
ら
和
解
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

関
係
を
維
持
す
る
ユ
ー
グ
六
世
」
、
第
三
部
で
は
「
総
体
的
な
共
生
関
係
を

継
続
す
る
ユ
ー
グ
七
種
」
と
い
う
姿
で
あ
り
、
共
に
「
長
期
的
な
相
互
依

存
・
共
生
関
係
を
も
つ
領
主
扁
で
あ
る
。
こ
こ
で
長
期
的
に
形
成
さ
れ
た
領

主
間
の
紐
帯
が
重
視
さ
れ
て
い
る
点
は
、
　
一
般
的
な
中
世
の
和
解
交
渉
の
理

解
と
合
致
す
る
。

　
だ
が
、
中
世
に
お
け
る
紛
争
解
決
で
は
、
和
解
と
い
う
最
終
的
な
結
果
だ

け
が
重
要
な
の
で
は
な
い
。
紛
争
は
当
事
者
間
の
既
存
の
社
会
的
紐
帯
へ
の

異
議
申
し
立
て
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
行
わ
れ

る
紛
争
解
決
で
は
、
紛
争
の
妥
協
点
を
探
る
交
渉
を
通
じ
て
、
当
事
者
の
間

に
新
た
な
紐
帯
を
構
築
す
る
と
い
う
点
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
紐
帯
に
は
誰
が
関
与
し
て
い
る
の
か
、
そ

れ
は
ど
の
よ
う
な
土
地
取
引
を
媒
介
に
し
て
結
ば
れ
た
の
か
を
示
す
紛
争
の

詳
細
や
和
解
へ
と
至
る
途
中
経
過
は
、
本
来
な
ら
紛
争
解
決
の
記
憶
と
し
て

不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
り
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン

城
主
と
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
の
事
例
で
は
、
こ
れ
を
語
る
証
書
が
カ

ル
チ
ユ
レ
ー
ル
の
第
二
部
、
第
三
部
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
＝
○
年

か
ら
一
＝
八
年
ま
で
の
戦
闘
や
そ
れ
に
付
随
す
る
紛
争
状
態
の
記
憶
が
抜

け
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
こ
の
よ
う
な
和
解
交
渉
の
場
で
の

修
道
院
の
姿
勢
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々

の
紛
争
の
和
解
交
渉
に
お
い
て
は
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
様
々
な
証

書
を
た
て
に
自
ら
の
立
場
を
主
張
し
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
の
関
係
の

再
構
築
に
あ
た
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
、
最
終
的
に
は
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
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ン
城
主
と
の
長
期
的
な
紐
帯
を
維
持
し
、
彼
ら
と
高
い
親
和
性
を
保
つ
こ
と

を
重
視
し
た
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
は
、
頻
発
す
る
個
別
の
紛
争
で
の
対

立
を
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
逐
一
反
映
す
る
よ
り
も
、
何
度
も
の
紛
争
解
決
を

重
ね
て
築
か
れ
た
長
期
的
な
共
生
関
係
の
文
脈
を
優
先
し
て
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ

ン
城
主
と
の
関
係
を
記
憶
し
、
　
一
時
的
な
対
立
の
構
図
や
九
年
に
渡
る
戦
闘

の
記
憶
を
排
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
戦
闘
に
言
及
す
る
証
書
が
そ
れ
ま
で
の
方
針
に
反
し
て
第
一
部
で
収
録
さ

れ
た
こ
と
も
、
こ
の
修
道
院
と
領
主
と
の
関
係
か
ら
説
明
で
き
る
。
ポ
ワ
ト

ゥ
地
方
で
は
一
三
世
紀
初
頭
か
ら
フ
ラ
ン
ス
王
権
の
進
出
が
顕
著
に
な
っ
て

い
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
九
世
と
ポ
ワ
チ
エ
伯
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
に
対
す
る

リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
ユ
ー
グ
一
〇
世
の
反
乱
を
期
に
＝
一
四
二
年
、
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ユ
ブ
ー
ル
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
。
こ
の
戦
い
に
勝
利
し
た
フ
ラ
ン
ス
王
は

ユ
ー
グ
一
〇
世
の
所
領
を
接
収
す
る
と
共
に
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
の
町
に
リ

ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
を
牽
制
す
る
た
め
の
城
砦
を
建
設
し
た
。
さ
ら
に
フ
ラ

ン
ス
王
は
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
を
自
ら
の
勢
力
下
に
収
め
る
た
め
に
、

こ
の
修
道
院
が
リ
ユ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
や
そ
の
家
臣
と
結
ん
で
い
た
封
建
関

係
を
断
ち
切
ら
せ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
第
一
部
編
纂
に
先
立

っ
て
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
の
長
期
的
な

共
生
関
係
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
と
い
う
外
部
権
力
の
介
入
に
よ
っ
て
強
制
的
に

解
消
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
れ
ば
、
一
二
八
○
年

の
第
～
部
編
纂
の
際
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
と
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主

と
の
対
立
の
構
図
は
、
も
は
や
隠
す
理
由
が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
両
者
の
長
期
的
な
共
生
関
係
の
瓦
解
を
表
明
す
る
も
の
と
し
て
積
、
極
的
に

記
憶
す
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
現
実
に
は
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
が
所
領
侵
害
と
い
う
危
機
と
寄
進
な

ど
の
援
助
と
を
修
道
院
に
も
た
ら
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
記
憶
の
一
端
で
あ
る
「
リ

ュ
ー
ジ
ニ
ャ
ン
城
主
と
の
共
生
関
係
し
は
、
こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
世
俗

領
主
と
修
道
院
と
の
あ
る
べ
き
姿
、
ひ
い
て
は
修
道
院
共
同
体
の
あ
る
べ
き

姿
を
示
す
装
置
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
と
い
う
仮
説
を
導
く
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
叙
述
と
し
て
読
む
た
め
に
は
、
リ
ュ
ー
ジ
ニ

ャ
ン
城
主
の
事
例
だ
け
で
な
く
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
全
体
か
ら
さ
ら
に
多
く

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
本
稿
で
指
摘
し
た
ひ
と
つ
の
特
微
的
な
記
憶
が
一
般

化
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
で
、
刊
本
を
作
成
し
た
リ
シ
ャ
ー
ル
以
来
、
教
皇
パ
ス
カ
ル
ニ

世
か
ら
所
領
・
財
産
の
承
認
を
得
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
、
財
産
保
金
・
管

理
と
い
う
実
務
的
な
機
能
に
加
え
て
、
歴
史
叙
述
と
し
て
の
記
憶
・
忘
却
の

機
能
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
の

目
的
は
、
一
二
世
紀
に
お
け
る
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
用
途
の
解
明
に
向
け
て
、
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カルチュレールを読む（松尾）

ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
…
チ
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
一
一
一
〇
年
か
ら

一
＝
八
年
の
戦
闘
と
、
編
纂
期
の
違
い
に
基
づ
く
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
三

部
構
成
を
指
標
に
し
て
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
収
録
さ
れ
た
証
書
の
内
容
を

比
較
検
討
し
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
の
り
ュ
ー

ジ
ニ
ャ
ン
城
主
に
関
す
る
記
憶
の
操
作
を
指
摘
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
最
後
に
、
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
み
ら
れ
る
こ

の
よ
う
な
記
憶
が
、
同
修
道
院
の
年
代
記
に
あ
る
記
憶
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
も
つ
の
か
を
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道

院
の
年
代
記
は
、
天
地
創
造
か
ら
記
述
を
始
め
る
世
界
年
代
記
で
あ
る
。
そ

の
記
述
の
大
半
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
般
の
歴
史
で
あ
り
、
既
存
の
年
代
記

か
ら
の
引
用
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
ア
キ
テ
ー
ヌ
地
方
の
政
治
や
教
会
の

歴
史
は
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
治
世
以
降
、
九
琶
紀
か
ら
＝
～
世
紀
前
半

を
扱
う
部
分
に
あ
り
、
カ
ロ
リ
ン
グ
家
、
カ
ベ
ー
家
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
関
す

る
多
気
事
へ
の
欝
及
と
共
に
、
ア
デ
マ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
年
代
記

な
ど
を
援
用
し
つ
つ
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
年
代
順
に
出
来
事
を
書

き
連
ね
る
形
式
を
と
る
こ
と
で
、
年
代
記
は
時
間
を
軸
に
、
修
道
院
や
そ
れ

を
取
り
巻
く
地
域
の
歴
史
を
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
金
体
的
な
歴
史
に
統
合
し
、

修
道
院
の
記
憶
を
三
三
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
サ
ン
・
メ
ク

サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
主
要
部
に
は
地

理
的
分
類
が
採
用
さ
れ
、
修
道
院
の
歴
史
は
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
の
土
地
の
記
憶

に
結
び
付
け
て
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
修
道
院
と
ポ
ワ
ト
ゥ
の
地
域
社
会

と
を
一
体
化
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
修
道
院
の
記
憶
の
固
有
姓
を
高
め
る
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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＜
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⑥
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融
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．
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Φ
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＜
H
H
H
」
○
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o
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①
．

　
以
下
、
こ
の
刊
行
史
料
に
含
ま
れ
る
証
書
は
本
文
中
で
は
読
書
番
号
に
よ
っ
て
表

　
記
し
、
註
で
作
成
年
と
史
料
中
で
の
ペ
ー
ジ
を
表
示
す
る
。

⑦
な
お
、
こ
こ
に
あ
っ
た
註
書
の
う
ち
刊
本
に
あ
る
の
は
一
六
四
の
証
書
だ
が
、

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
は
こ
れ
以
外
に
少
な
く
と
も
三
〇
の
証
書
が

　
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑧
一
六
四
枚
申
、
当
事
者
と
し
て
あ
る
い
は
証
人
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い
る
証

　
書
が
三
九
枚
あ
る
。

⑨
象
画
ミ
さ
寒
真
窯
ρ
⑩
刈
（
δ
き
－
濠
∀
も
唱
」
卜
。
O
∴
N
ゴ
累
。
．
り
。
。
（
δ
心
？
愈
y

　
℃
℃
．
嵩
一
－
騰
○
。
．

⑩
欠
落
部
分
は
、
シ
ャ
ザ
ル
版
写
本
に
あ
る
収
録
証
書
の
リ
ス
ト
と
フ
ォ
ン
ト

　
ノ
…
版
写
本
に
あ
る
証
書
と
を
照
合
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
リ
ス
ト

　
に
あ
る
証
書
番
号
を
手
が
か
り
に
欠
落
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
リ
ス
ト
も
完

　
全
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
欠
落
部
分
に
あ
っ
た
証
晋
は
窯
。
」
謹
を
除
い
て

　
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
刊
本
で
は
一
七
世
紀
作
成
の
エ
チ
エ
ノ
i
版
写
本

　
か
ら
客
P
お
駆
を
転
写
し
て
い
る
。
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ω
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傷
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冨
鉱
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Φ
禽
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暑
δ
潜
9
．
瓦
雪
ω
魯
§
§
ミ
①
①
（
一
8
ご
も
唱
．
刈
忠
一
お
①
．

⑳
忠
順
ミ
さ
§
摘
心
．
嘗
轟
轟
一
い

⑳
）
き
ミ
も
「
諸
憎
年
代
記
は
二
〇
七
枚
の
フ
ォ
リ
オ
か
ら
な
る
が
、
世
界
の
起
源
か

　
ら
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
治
世
ま
で
の
記
述
に
一
…
一
八
九
の
フ
ォ
リ
オ
が
費
や

　
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
は
一
八
九
b
の
フ
ォ
リ
オ
以
降
の
内
容
を
収
録
し
た
も
の
で

　
あ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
＝
、
一
二
世
紀
に
お
け
る
記
述
文
化
の
再
考
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
期
待
さ
れ
て
い
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
筆
者
の

擦
下
の
課
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
分
析
の
際
に
、
最
近
の
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
研
究
で
注
目
を
集
め
て
い
る
「
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
叙
述
と
し

て
読
む
」
試
み
が
、
果
た
し
て
有
効
に
機
能
す
る
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
。

サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
用
い
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

に
よ
っ
て
、
ま
ず
、
方
法
論
の
颪
で
未
だ
に
手
探
り
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ

の
仮
説
の
問
題
点
を
幾
分
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
歴
史
的
状
況
、
証
書

の
テ
ク
ス
ト
分
析
に
加
え
て
、
証
書
の
配
置
、
選
択
な
ど
内
部
構
成
を
通
し
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カルチュレールを読む（松尾）

て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
語
ら
れ
る
「
記
憶
」
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
と
り

わ
け
カ
ル
チ
ユ
レ
ー
ル
内
部
構
成
が
分
析
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
有
効
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
点
は
、
今
後
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
研
究
の
進
展
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
時
に
記
憶
の
再
構
成
が

な
さ
れ
た
一
事
例
を
指
摘
し
て
、
こ
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
が
記
憶
・
忘
却
の

機
能
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ

ュ
レ
ー
ル
の
よ
う
に
、
財
産
管
理
が
編
纂
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
編
纂
時
に
記
憶
の
操
作
が
あ
っ
た
こ
と
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
て
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
叙
述
と
し
て
捉
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
証
書
に
記
さ
れ
た
個
別
の
記
憶
が
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
作

業
の
中
で
整
理
さ
れ
、
修
道
院
の
記
憶
と
し
て
秩
序
立
て
、
固
定
化
さ
れ
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
で
は
世
俗
領
主
と
修
道
院
と

の
関
係
、
修
道
院
共
同
体
の
姿
が
そ
の
時
点
で
修
道
院
の
望
む
形
で
語
ら
れ

る
こ
と
を
仮
説
的
に
提
示
し
た
。
サ
ン
・
メ
ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ

レ
ー
ル
が
も
っ
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
＝
、
一
二
世
紀
に
お
け
る
修
道
院

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
編
纂
動
機
や
目
的
を
議
論
す
る
上
で
、
重
要
な
手
が
か

り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
～
、
＝
一
世
紀
の
ポ
ワ
ト
ゥ
地
方
で
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
編
纂
を
行
っ
た

修
道
院
の
う
ち
、
唯
～
、
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
現
代
に
伝
え

て
い
る
の
が
、
サ
ン
・
シ
プ
リ
ア
ン
修
道
院
で
あ
る
。
こ
の
カ
ル
チ
ユ
レ
ー

ル
は
そ
の
非
常
に
複
雑
な
性
格
ゆ
え
に
研
究
者
か
ら
敬
遠
さ
れ
、
現
在
ま
で

史
料
調
査
さ
え
本
格
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
こ
の
サ
ン
・
シ
プ
リ

ア
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
用
い
て
、
＝
、
一
二
世
紀
に
お
け
る

カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
の
用
途
、
さ
ら
に
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
証
書
史
料
へ
の

関
心
の
高
ま
り
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
サ
ン
・
メ

ク
サ
ン
修
道
院
の
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
ル
に
つ
い
て
本
稿
で
試
み
た
分
析
は
、
カ

ル
チ
ュ
レ
ー
ル
を
歴
史
的
記
述
と
し
て
読
む
、
す
な
わ
ち
そ
こ
に
修
道
院
の

記
憶
の
物
語
を
読
む
上
で
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
本
稿
は
平
成
一
六
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励

金
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
】
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大
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大
学
大
学
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学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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Une　perspective　des　recherches　sur　le　cartulaire　d’apres

le　cartulaire　de　1’abbaye　de　Saint　Maixent　au　XIIe　siecle

by

MATsuo　Kayoko

　　Beaucoup　de　m6di6vistes　ont　adopt6　1’id6e　de　tla　mutation　f60dale’　propos6e　par

G．　Duby，　et　fis　s’essayent　a　faire　la　synthese　du　chaBgement　politique，

6conomique　et　sociai　de　la　soci6t6　de　1’an　mil．　Quant　au　domaine　culturel，　on　cons－

tate　une　stagnation　par　rapport　a　la　p6riode　pr6c6dente　et　suivante　et　indique　alors

Cune　crise　de　i’6crk’．　D．　Barth61emy　qui　critique　1’id6e　de　Cla　mutation　f60dale’，

soutient　que　le　changement　de　la　formule　du　document　diplematique　signifie　plut6t

1’61argissement　de　1’udiisation　d’6crit．　Ses　observations　nous　6voquent　la　possibilit6

et　la　n6cessit6　de　reconsid6rer　ia　cu｝ture　6crite　aux　Xle　et　XIIe　siecles　de　point

de　vue　de　1’histoire　cuiturelle　et　sociale．

　　Nos　6tudes　viseront　b　comprendre　la　fabrication　des　documents　6crits，　1’in－

fluence　d’6crit，　la　hausse　de　1’int6r6t　b　1’6crit　aux　Xle　et　XIIe　sibcles．　Depuis　que

J．　LeGoff　et　P．　Toubert　ont　dit　1’id6e　du　tdocument－monument’，　on　s’int6resse

vraiment　au　cartulaire，　un　des　cas　typiques　du　C　document－monument’．　On　valorise

alors　le　cartu｝aire　lui－m6me　comme　sujet　de　recherches　historiques，　et　son　anaiyse

s’Upanouit　depuis　les　ann6es　1990．　Cependant，　if　nous　semble　que　la　prob16ma－

tique　des　chartistes　et　cege　d’historiens　ne　se　r6uninssent　pas　bien　en　ce　moment．

Les　premiers　exarninent　la　forme　du　cartulaire　b　la　maniere　codicelogique　et　pa160－

graphique，　et　soulignent　que　le　cartulaire　aux　Xle　et　XIIe　siecles　est　une　forme

d’historiographie　de　part　de　fonction　comm6morative．　D’autre　part，　les　demiers

tentent　de　d6crire　des　circonstances　concernant　la　pyoduction　du　chaque　cartu－

Iaire，　par　exemple　la　r6forme　gr6丁目rienne，　les　relations　avec　les　seigneurs．　Mais，

peu　de　chercheurs　intbgrent　tune　m6moire’　que　le　cartulaire　nous　transmet，　et　le

contexte　politique，　social，　religieux　et　culturel　aux　Xle　et　XIIe　siecles，　lorsqu’ils

prennent　la　dimension　du　cartulaire．　Autrement　dit，　il　y　a　peu　de　recherches　qui

unissent　le　monde　int6xieur　et　ext6rieur　du　cartulaire，　pour　6clairer　1’augmentation

de　la　compliation　de　cartulaire．

　　Pour　cela，　nous　tentons　ici　une　approche　pour　une　6tude　compr6hensive　sur　le

cartulaire．　C’est　d’6clairer　la　naiTativit6　du　cartulaire　non　seulement　par

l’interpr6tation　du　texte　des　chartes，　mais　aussi　par　1’analyse　de　la　composition　du
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cartulaire．　En　ce　qui　concerne　le　cartulaire　de　J’abbaye　de　Saint　Maixent　datable　au

d6but　de　XIIe　siecle，　nous　exarrxinons　sa　composition　et　le　texte　des　chartes，　en

focatisant　les　seigneurs　de　Lusignan　qui　6taient　eR　conflit　avec　cette　abbaye　au

ternps　de　la　compilation　du　cartulaire．　Si　cela　nous　permet　d’expliciter，　dans　ce

cartulaire，　une　strat6gie　de　cette　abbaye　concernant　la　m6moire　de　la　famille　de

．Lus蜘，　notre　maniさre　nous　conthbuera　a　concevo辻臨ction　co㎜6morative

du　cartulaire．

（3ユ7）


